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２-１�

　平成14年の成人式が１月13日、総合文化センターで開か

れ、575人の成人の門出を祝いました。華やかな晴れ着姿の

新成人たちは、社会へ飛び立つ希望と不安をのぞかせながら、

大人への一歩を踏み出しました。�

私たち大人の仲間入り�



２�平成１4年２月１日�

1.　国民年金保険料の納付先が、市町村から国（社

　会保険庁）に変更され、保険料の納付書が社会保

　険庁から直接送られます。�

　・納付書で、お納めいただいている方��

　　　４月分の保険料からは「社会保険庁の発行す

　　る納付書」で、お近くの金融機関や郵便局など

　　でお納めください。�

　　　市町村発行の平成13年度分納付書については、

　　４月30日まで市町村で取り扱います。納付期限

　　までに納めるようにお願いします。�

　・口座振替をご利用いただいている方��

　　　口座振替をご利用になっている方は、振替先

　　が社会保険庁に変わります。　�

　　　特別な申し出がない限り、引き続き同じ口座

　　をご利用できます。�

2.　第３号被保険者（会社員・公務員に扶養されて

　いる妻（夫））の届出は配偶者の勤務先に変わり

　ます。��

   　第３号被保険者に関する届出は、配偶者である

　第２号被保険者の勤務先の事業主または共済組合

　が社会保険事務所へ届出することになります。（市

　町村の国民年金窓口では届出ができなくなります。）�

�
�

�

�

�

�

�

3.　国民年金保険料の半額免除制度が始まります。

　
　一定の所得以下の第1号被保険者については、

　申請に基づき、保険料の半額の納付を免除する制

　度「半額免除制度」が導入されます。老齢基礎年

　金額の計算にあたっては、保険料の半額免除期間

　は、保険料を納めた期間の３分の２と計算されま

　す。�

　　なお、保険料の半額免除を認められた期間に納

　付がないときは、未納扱いになります。また、学

　生納付特例が利用できる学生に対しては適用され

　ません。�
�

●老後を支える終身年金��

　　老齢基礎年金は、生存中全期間受けられる終身

　年金なので、どれだけ長生きしても生涯一定の収

　入が保障されます。�

●保障は老後だけじゃない�

　　万が一、病気や事故で障害の状態になった時や

　不幸にして一家の大黒柱を無くした時にも生活を

　支えます。�

●国民年金を現在の金額で計算してみると�

＊一生に納める保険料��

13,300円×12月×40年＝6,384,000円��

＊一生でもらう年金��

804,200円×17年＝13,671,400円��

（17年は、65歳時点における�

男性の平均余命です。�

女性の場合は22年�

  以上となります。）�

感じる人が増えていますが…�感じる人が増えていますが…�感じる人が増えていますが…�感じる人が増えていますが…�
情報がはんらんしています。でも、どれも根拠に乏しいものばかりです。�

４月から国民年金の�
取り扱いが一部変わります!!
４月から国民年金の�
取り扱いが一部変わります!!
４月から国民年金の�
取り扱いが一部変わります!!
４月から国民年金の�
取り扱いが一部変わります!!

◎問合せ  保険年金課�
　　　　  ☎内線108・143



３�瑞浪市役所　☎ 68-2111

　国民年金は国が責任を持って運営しているので安

心です。20歳以上60歳未満の日本国内の住民は国

民年金加入が義務づけられており、現役世代の保険

料を高齢者の年金として支払う仕組みです。少子・

高齢化が進む中、世代間の給付と負担のバランスや

物価情勢などにより必要な改革を行い安定的な運営

を約束しています。�

　したがって、日本の国が健全である限り、国民年

金は破たんしませんし、年金がもらえなくなること

もありません。�

　現在は物価も安定していますが、将来にわたって

実質的な預貯金の価値が、どう変わるかわかりませ

んし、記憶に残るところではオイルショックのイン

フレがありました。また、低金利も続いています。

　国民年金は、その時々の物価上昇に合わせて、年

金額を上げることで実質的な物価が維持されます。

万一病気やケガで障害が残ったときや、不幸にして

お亡くなりになったとき等に備える制度でもありま

す。比較をするよりも、「国民年金にプラスして貯

蓄」と考えるべきでしょう。�

　国民年金は損得で考えるものではありませんが、

現在の若年世代も、平均的に長生きをすれば、自分

の払った保険料に利子が付いた以上の年金が受けら

れます。�

●物価変動に負けない��

　　物価の変動にも完全物価スライド制により年金

　額の実質的な価値が保障されるので安心です。�

●受取る年金の１/３は国が負担�

　　受け取る年金の１/３は国が負担をし、残りの

　２/３を被保険者全員で負担する仕組みをとって

　います。�

〇国民年金は年をとったときに受けられる老齢基礎

　年金だけではありません。�

〇けがや病気で障害になったときは障害基礎年金が

　受けられます。�

〇不幸にして亡くなられた場合に、扶養していた子

　や妻があるときは、遺族基礎年金が受けられます。�

　国民年金は、民間の個人年金に比べて、①生涯に

わたって支給されること、②その時々の物価に合わ

せて年金額が上がること、③年金額の３分の１は国

が負担することなど特徴があり、老後の生活保障の

もっとも大きな柱となるものです。�

　「老後の基礎は国民年金、余裕があればさらに個

人年金」と考えるべきでしょう。�

いろいろなところで、国民年金について皆さんの不安をあおるような�

こんな話をうのみにしていませんか？�

国民年金は、破たんして、年金は�
もらえない？�

納めた保険料に比べて受け取る�
年金額が少ない？ 

個人年金のほうが有利だ？  

貯金しておくほうが得だ？�

年金を受ける前に万が一のことが�
あったらムダになる？�

国民年金の本当の“チカラ”�

最近国民年金に不安を�最近国民年金に不安を�最近国民年金に不安を�最近国民年金に不安を�



４　　　�平成14年２月１日�

　
平
成
13
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
、

12
月
３
日
か
ら
26
日
ま
で
の
24
日
間
に
わ

た
り
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
条
例
案
件
16
件
と
、
予
算
案
件
４
件
、

人
事
案
件
１
件
、
そ
の
他
案
件
５
件
、
認

定
案
件
９
件
、
議
員
発
議
４
件
、
請
願
３

件
の
合
計
42
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
　�

　
こ
の
う
ち
議
員
発
議
３
件
が
否
決
、
請

願
３
件
が
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、

そ
れ
以
外
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・

認
定
と
さ
れ
ま
し
た
。�

12
月
３
日
　
本
会
議
（
諸
般
の
報
告
、
会

　
　
　
　
　
期
の
決
定
、議
案
上
程
、説
明
）�

12
月
10
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）�

12
月
11
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

　
　
　
　
　
質
疑
、
委
員
会
付
託
）�

12
月
12
日
　
総
務
文
教
委
員
会�

12
月
13
日
　
市
民
福
祉
委
員
会�

12
月
14
日
　
経
済
建
設
委
員
会�

12
月
17
日
　
第
一
決
算
特
別
委
員
会�

12
月
18
日
　
第
二
決
算
特
別
委
員
会�

12
月
19
日
　
首
都
機
能
移
転
・
リ
ニ
ア
・

　
　
　
　
　
研
究
学
園
都
市
特
別
委
員
会�

12
月
26
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

　
　
　
　
　
論
、
採
決
）�

だ
よ
り�

条

例

案

件�

●
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
瑞
浪
市
長

　
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
商
法
等
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
適
用

　
条
文
を
見
直
す
も
の
】
　�

●
瑞
浪
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙

　
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及
び
ポ
ス
タ

　
ー
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
公
職
選
挙
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に

　
伴
う
選
挙
公
営
に
要
す
る
経
費
の
限
度

　
額
の
見
直
し
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を

　
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
電
子
計
算
組
織
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
瑞
浪
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に

　
伴
い
、
関
係
条
文
を
改
正
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
条
例
の
左
横
書
き
及
び
用
語
等

　
の
統
一
に
関
す
る
措
置
条
例
の
制
定�

【
例
規
集
の
電
子
化
に
伴
い
、
書
式
等
を

　
見
直
す
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改

　
正
に
伴
う
適
用
条
文
の
見
直
し
に
よ
り�

　
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定�

�

【
市
税
の
納
期
前
の
納
付
に
係
る
所
要
の

　
改
正
を
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科

　
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償

　
に
関
す
る
条
例
の
制
定�

【
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及

　
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関

　
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
条

　
例
を
制
定
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定�

【
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関

　
係
条
文
を
見
直
す
も
の
】�

●
瑞
浪
市
社
会
教
育
委
員
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関

　
係
条
文
を
見
直
す
も
の
】�

●
瑞
浪
市
自
然
ふ
れ
あ
い
館
の
設
置
及
び

　
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定�

【
自
然
ふ
れ
あ
い
館
の
建
設
に
伴
い
、
条

　
例
を
制
定
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定�

【
陶
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
に
よ
る
陶

　
町
水
上
及
び
大
川
地
区
の
供
用
開
始
に

　
伴
い
、
関
係
条
文
を
改
正
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
北
部
無
水
源
整
備
事
業
及
び
萩
原
水
道

　
拡
張
事
業
の
着
手
に
伴
い
、
関
係
条
文

　
を
改
正
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

　
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定�

【
日
吉
南
部
農
業
集
落
排
水
施
設
の
供
用

　
開
始
に
よ
り
、
関
係
条
文
を
改
正
す
る

　
も
の
】�

●
瑞
浪
市
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定�

【
人
事
院
給
与
改
定
に
伴
い
、
期
末
手
当

　
額
を
改
正
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定�

【
人
事
院
給
与
改
定
に
伴
い
、
期
末
手
当

　
額
を
改
正
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
人
事
院
給
与
改
定
勧
告
に
よ
り
、
期
末

　
手
当
額
を
改
正
す
る
も
の
】�

�

会

期

日

程�



●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

　
き
意
見
を
求
め
る
こ
と�

�

【
人
権
擁
護
委
員
遠
藤
圭
子
さ
ん
（
土
岐

　
町
六
三
番
地
、
69
歳
）
の
任
期
満
了
に

　
伴
い
、
同
氏
を
引
き
続
き
推
薦
す
る
こ

　
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
】�

●
土
地
賃
貸
借
契
約
の
締
結�

【
市
有
地
を
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構

　
に
貸
し
付
け
る
も
の
】�

●
市
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行�

【
瑞
浪
東
部
地
区
（
釜
戸
町
公
文
垣
内
地

　
内
）
で
市
営
土
地
改
良
事
業
を
施
行
す

　
る
も
の
】�

●
字
区
域
の
変
更�

【
市
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
萩
原
地
区

　
内
の
字
区
域
を
変
更
す
る
も
の
】�

●
市
道
路
線
の
廃
止�

【
日
吉
町
内
市
道
中
根
線
ほ
か
17
路
線
を

　
廃
止
す
る
も
の
】�

●
市
道
路
線
の
認
定�

【
日
吉
町
内
市
道
深
沢
線
ほ
か
20
路
線
を

　
認
定
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正

　
予
算(

第
四
号)�

�

【
一
般
会
計
予
算
を
三
億
四
千
六
百
九
十

　
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
七
十
億
四
千

　
四
百
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(
第
一
号)�

�

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
を

　
四
千
五
百
九
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を

　
二
十
七
億
八
百
九
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
一
号)�

�

【
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
を

　
一
億
五
千
八
百
万
円
減
額
し
、
総
額
を

　
二
億
二
千
九
百
八
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算(

第
二
号)�

�

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
千
三
百

　
八
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
十
五
億
三

　
千
六
百
万
円
と
す
る
も
の
】�

認

定

案

件�

請

　

　

願�

人

事

案

件�

そ
の
他
案
件�

議

員

発

議�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
決
算

　
の
認
定�

�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温
泉

　
白
寿
荘
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業

　
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険

　
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
皇
太
子
同
妃
殿
下
に
さ
さ
げ
る
賀
詞�

●
瑞
浪
市
放
射
性
廃
棄
物
等
に
関
す
る
条

　
例
の
制
定�

�

【
否
決
】�

●
放
射
性
廃
棄
物
等
の
持
ち
込
み
拒
否
に

　
関
す
る
条
例
の
制
定�

�

【
否
決
】�

●
三
十
人
以
下
学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書�

【
否
決
】�

�

●
「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
」�

　（
仮
称
）が
制
定
さ
れ
る
よ
う
政
府
に
対

　
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書�

【
不
採
択
】�

●
超
深
地
層
研
究
の
請
願�

【
不
採
択
】�

●
超
深
地
層
研
究
所
に
つ
い
て
の
請
願�

【
不
採
択
】
　
　
　
　�

５�瑞浪市役所　☎ 68－2111

予

算

案

件�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整

　
理
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
　�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
決
算
の
認
定�

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
決
算
の
認
定�

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
「
ら
い
菌
」
に
よ
る
感

染
症
で
、
皮
膚
と
末
梢
神
経
の
病
気
で
す
。

こ
の
不
治
の
病
と
思
わ
れ
て
い
た
ハ
ン
セ
ン

病
は
、
完
治
す
る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。�

　
と
こ
ろ
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る

施
設
入
所
政
策
や
、
顔
面
・
手
足
に
後
遺
症

が
現
れ
た
こ
と
か
ら
、
遺
伝
病
で
あ
る
と
人

々
か
ら
誤
解
さ
れ
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

も
差
別
や
偏
見
に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
早
期
治
療
を
す
れ
ば

後
遺
症
も
残
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
遺

伝
病
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
現
在
、
全
国
の
15
カ
所
の
療
養
所
で
約

４
、
５
０
０
人
の
方
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
高
齢
で
、
長
期
に
わ
た
り
社
会
と

の
交
流
が
絶
た
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
自
立

し
た
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。�

　
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

周
囲
に
伝
え
て
、
差
別
や
偏
見
が
社
会
か
ら

な
く
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

療
養
所
の
入
居
者
の
方
々
が
安
心
し
て
施
設

外
で
も
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。�

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て�

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う�

　土地区画整理法第55条第13項で準用する

同法第１項の規定により縦覧を行います。�

・縦覧期間　２月１日(金)～14日(木)�

・縦覧場所　区画整理課�

　なお、これについての意見書は、２月28日�

(木)までに岐阜県知事に提出することができ

ます。�

◎問合せ　区画整理課　☎ 内線252��

瑞 浪 都 市 計 画 事 業��
瑞浪中央土地区画整理事業�
設計の概要の変更（第５回）の縦覧のお知らせ�



６�平成14年２月１日�

　
市
の
水
道
は
、
昭
和
２
年
５
月
に
寺
河

戸
町
簗
場
に
お
い
て
、
土
岐
川
の
伏
流
水

を
水
源
と
し
て
給
水
を
開
始
し
て
以
来
、

市
営
に
よ
る
事
業
の
承
継
、
３
回
の
拡
張

事
業
、
東
濃
用
水
受
水
や
簡
易
水
道
の
設

置
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。�

し
か
し
、
近
年
の
水
需
要
の
増
大
や
水

道
未
普
及
地
区
の
解
消
の
た
め
、
平
成
10

年
度
に
第
四
次
拡
張
事
業
の
事
業
認
可
を

受
け
、
陶
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
、
北

部
無
水
源
整
備
事
業
や
萩
原
水
道
拡
張
整

備
事
業
を
施
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
地
内
の
水
道
施

設
（
給
水
装
置
）
は
、
水
道
を
利
用
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
設

備
で
す
。
給
水
装
置
が
古
く
な
る
と
、
材

質
の
劣
化
に
よ
り
、
故
障
や
漏
水
な
ど
が

起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。�

　
大
切
な
資
源
「
水
」
を
使
う
た
め
次
の

　
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
自
分
の
所
有
し
て
い
る
水
道
の
配
管
状

　
況
な
ど
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
毎
月
市
が
検
針
し
て
使
用
量
を
連
絡
し

　
ま
す
の
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
で
使
用
量

　
の
把
握
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

　
漏
水
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
漏
水
の
疑
い
の
あ
る
時
は
、
指
定
水
道

　
業
者
に
至
急
調
査
し
て
も
ら
い
、
修
繕

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
水
道
事
業
は
法
律
に
よ
り
独
立
採
算
を

基
本
と
し
た
市
が
経
営
す
る
公
営
企
業
で

す
。
そ
の
経
営
は
水
道
を
利
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。�

水
道
料
金
は
、
水
道
の
水
を
蛇
口
ま
で

お
届
け
す
る
た
め
の
送
配
水
管
、
配
水
池
、

ポ
ン
プ
場
な
ど
の
施
設
の
維
持
管
理
費
用
、

水
道
の
使
用
量
を
検
針
し
た
り
す
る
費
用
、

東
濃
用
水
か
ら
水
を
買
う
費
用
や
施
設
建

設
資
金
の
借
入
金
（
企
業
債
）
の
利
息
返

済
な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。�

�

　「水」は、わたしたちの日常生活の中で、欠くことのできない大切なものです。��
水道事業は、市民の皆さんに安全で安定して水をお届けするために努めています。�

瑞浪市の水道事業�瑞浪市の水道事業�瑞浪市の水道事業�瑞浪市の水道事業�

瑞
浪
市
の
水
道�

水
道
料
金
収
入
に
よ
り
経
営�

水
道
の
管
理�

収益的収支�

�

�

�

資本的収支��

平成12年度決算�

収入の部�
8億7，081万円�

支出の部�
2億5，450万円�

収入の部�
2億5，450万円�

水道料金�

負担金、受取利息等�

8億4，081万円　96.6％�

施設の建設・整備する費用�
2億1，187万円　83.2％�

借入金の元金償還金�

内部留保資金�

4，263万円　16.8％�

1億2，199万円　�
47.9％�

一般会計出資金�
479万円　1.9％�

借入金�

分担金�

4，100万円�
16.1％�

2，930万円　�
11.5％�

1，310万円　1.5％�

借入金の利息�
5，089万円　5.8％�

水を供給するための費用�
4，220万円　4.8％�

受託工事金�
1，690万円　1.9％�

工事負担金�
5，742万円　�
22.6％�

県からの�
水の購入費�

繰越金　223万円　0.3％�

その他　2，410万円　2.8％�

4億9，368万円 �
56.7％�

施設の更新をするための費用 1億5，551万円  17.9％　�

維持管理費用 1億220万円  11.7％　�

支出の部�
8億7，081万円�



　
平
成
10
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
て
い
る

陶
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
は
、
平
成
13

年
度
に
一
部
分
工
事
が
完
成
し
て
、
今
年

６
月
に
は
陶
町
猿
爪
の
一
部
（
水
川
高
区

配
水
池
の
区
域
）、水
上
、
大
川
お
よ
び
稲

津
町
川
折
の
一
部
（
川
折
高
区
配
水
池
の

区
域
）
が
東
濃
用
水
を
水
源
と
し
て
供
用

開
始
を
し
ま
す
。
　�

　
こ
れ
に
伴
い
こ
の
地
区
の
水
道
料
金
を

７
月
分
か
ら
、
新
規
の
加
入
者
分
担
金
を

４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。�

　
平
成
14
年
度
か
ら
北
部
無
水
源
整

備
事
業
や
萩
原
水
道
拡
張
整
備
事
業

に
事
業
着
手
し
ま
す
。�

　
そ
の
給
水
区
域
と
水
道
加
入
者
分

担
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

７�瑞浪市役所　☎ 68－2111

陶
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業�

（
陶
町
と
稲
津
町
川
折
の
水
道
）�

北
部
無
水
源
整
備
事
業
お
よ
び
萩
原
水
道
拡
張
整
備
事
業�

<分担金>  （単位：円）�

（単位：円）�

（単位：円）�

契 約�
口 径�

13㎜�

20㎜�

25㎜�

30㎜�

40㎜�

105，000�

294，000�

504，000�

777，000�

1，428，000�

210，000�

399，000�

609，000�

882，000�

1，533，000�

改 定 後�現　行�

<現行料金と改定後料金の比較> 

料 金 区 分� 使 用 水 量�
１カ月当たり使用料金�

引上額�
現　行� 改定後�

基  

本  
料  
金�

　従量料金�
(１ｍ あたり)3

口径13㎜�

口径20㎜�

口径25㎜�

口径30㎜�

口径40㎜�

1，100�

2，650�

4，300�

5，950�

10，600�

60�

90�

120�

155

1，100�

2，700�

4，300�

6，000�

11，000�

80�

150�

200�

250

0�

50�

0�

50�

400�

20�

60�

80�

95

－�

－�

－�

－�

－�

10m まで�

10m を超え20ｍ まで

20m を超え50m まで

50m を超えるもの�3

3 3

3

3

3

○料金の計算は、基本料金と使用水量に値する従量料金の合計額に消費税を加えた額です。�
○改定になると（消費税別） １カ月に20ｍ 使用した場合      2,600円⇒3,400円�
  　　　　　　　　　　 　 １カ月に30ｍ 使用した場合      3,800円⇒5,400円�

3

3

 ＜北部無水源整備事業＞�

給　水　施　設� 給　　水　　区　　域�

給　　水　　区　　域�

大 湫 配 水 池 �

三和の郷配水池�

田高戸配水池�

大 細 配 水 池 �

エスポラン配水池�

大湫町、日吉町北野および三和の郷のうち標高510ｍ以下の区域�

日吉町白倉の一部、南垣外の一部および深沢のうち標高440ｍ以下の区域

日吉町田高戸、平岩および常柄のうち標高465ｍ以下の区域�

釜戸町大久後および細山のうち標高470ｍ以下の区域�

釜戸町エスポランのうち標高365ｍ以下の区域�

 <分担金>

大牧配水池�

上平配水池�

給水施設�

＜萩原水道拡張整備事業＞�

稲津町萩原水洗の一部、中洞の一部、
上平の一部および小里産郷の一部の
うち標高290ｍ以下の区域�

稲津町萩原大牧のうち標高360ｍ以
下の区域�

※ポンプにより配水池まで送水し、配水池より自然流下により各家庭に給水します。�

契約口径� 金　　　額�

13㎜�

20㎜�

25㎜�

30㎜�

40㎜�

252，000�

462，000�

766，500�

1，260，000�

2，173，500

川折高区配水池ポンプ室川折高区配水池ポンプ室�川折高区配水池ポンプ室�



８　　　�平成14年２月１日�

　
１
月
６
日
、
瑞
浪
市
消
防
出
初
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
催
さ
れ
、
市
長

を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
か
ら
激
励
を
受
け
た
後
、
179
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
終
了
後
に
は
、
力
強
い
市
中
分
列
行
進
、
土
岐
川
で
は
華
麗
な
一
斉
放
水
が
披

露
さ
れ
、
つ
め
か
け
た
市
民
か
ら
は
、
拍
手
・
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
省
略
）�

県
知
事
表
彰�

　
知
事
特
別
表
彰
旗�

瑞
浪
市
消
防
団�

　
永
年
勤
続
功
労
章�

大
島
忠
和
（
団
本
部
）�

和
田
隆
彦
（
消
防
本
部
）�

　
勤
続
功
労
章�

大
山
一
男
（
団
本
部
）�

石
田
智
久
（
第
一
分
団
）�

酒
井
徳
匡
（
消
防
本
部
）�

　
功
労
章�

西
戸
利
彦
（
第
三
分
団
）
小
木
曽
博
文�

（
第
五
分
団
）
山
田
桂
三
（
団
本
部
）�

小
木
曽
幸
弘
（
団
本
部
）�

柴
田
峰
男
（
消
防
本
部
）�

　
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞�

岸
本
卓
也
（
妻
）
美
鈴
（
第
三
分
団
）�

地
域
振
興
局
長
表
彰�

　
功
労
章�

中
村
淳
司
（
第
五
分
団
）
安
藤
伸
啓
（
音

楽
隊
）
渡
邉
良
昌
（
団
本
部
）
稲
葉
幸
弘

（
第
一
分
団
）
水
野
博
之
（
第
三
分
団
）�

県
消
防
協
会
長
表
彰�

　
勤
労
章
（
20
年
表
彰
）�

西
戸
利
彦
（
第
三
分
団
）�

　
勤
労
章
（
15
年
表
彰
）�

小
木
曽
幸
弘
（
団
本
部
）�

市
川
靖
則
（
第
一
分
団
）�

横
山
隆
久
、
桐
井
繁
（
第
三
分
団
）�

　
功
績
章�

中
山
俊
博
、
　
秀
樹
、
森
本
英
樹
、
豊
崎

正
人
（
第
一
分
団
）
小
栗
徳
明
（
第
二
分

団
）
佐
々
木
真
、  

小
木
曽
達
也
、 

西
尾�

達
也
、
足
立
好
充
、
奥
村
義
二
（
第
三
分

団
）
中
山
直
樹
（
第
四
分
団
）�

市
長
表
彰�

　
功
労
章�

渡
邉
範
之
、  

勝
股
義
和
、  

兼
松
美
昭
、�

加
藤
博
史
、
近
藤
貴
道
、
加
藤
朋
宏
（
第

一
分
団
）  

小
倉
道
生
、  

三
浦
正
二
郎
、�

渡
辺
啓
介
、
中
山
敦
也
、
奥
谷
勉
、
下
条

正
宏
、
佐
合
正
人
、
小
栗
克
一
（
第
二
分

団
）
林
雅
博
、
藤
田
修
二
、
中
島
健
一
、

安
江
敏
明
、
中
島
敏
文（
第
三
分
団
）塚
本

修
久
、 

小
栗
義
朗
、 

大
島
義
仁
、 

和
田�

光
浩
、
鵜
飼
元
弓
、
田
中
哲
也
（
第
四
分

団
）加
藤
宗
利
、小
木
曽
正
尚
、
水
野
幸
造
、

門
野
哲
也
、
羽
柴
昇
（
第
五
分
団
）�

消
防
長
表
彰�

　
功
績
章�

木
股
弘
勝
、  

奥
村
直
樹
、  

深
谷
直
人
、�

松
原
利
之
、
柴
田
芳
宏
（
第
一
分
団
）
大
竹

政
行
、
酒
井
基
樹
、
玉
田
靖
、
熊
谷
知
治
、

小
栗
兼
一
（
第
二
分
団
）
足
立
親
則
、河
野

文
隆
、
安
藤
知
幸
、
山
口
悦
司
、
伊
藤
裕
、

後
藤
祐
二
、
板
橋
輝
繁（
第
三
分
団
）愛
知

光
正
、
水
野
義
康（
第
四
分
団
）安
藤
千
尋
、

重
田
卓
己
、  

加
藤
和
久
、  

西
尾
直
樹
、�

鈴
木
一（
第
五
分
団
）加
藤
日
出
子
、
斉
木

章
之
、 

可
知
更
一
、 

伊
藤
道
廣
、 

奥
村�

か
お
る
、  

木
田
み
ど
り
、 

須
藤
恭
正
、�

西
尾
友
寛
、
小
木
曽
友
恵
、
曽
川
夏
来
、

井
上
智
美
、
工
藤
秋
乃
（
音
楽
隊
）
溝
口

雅
也（
消
防
本
部
）�

消
防
協
会
長
表
彰�

　
功
績
章�

鵜
飼
秀
和
、
片
田
和
宏
、
藤
田
比
登
志
、

近
藤
正
史
、  

河
口
謙
吾
、 

奥
村
正
澄
、�

土
屋
公
一
郎
、
奥
村
嘉
英
、
岡
田
徳
一
、

長
谷
川
功
、
今
井
敦
史
、
加
納
裕
輔
（
第

一
分
団
）
伊
藤
義
弘
、
金
谷
孝
雄
、
渡
辺

健
一
、
加
藤
龍
嗣（
第
二
分
団
）加
藤
満
治
、

水
野
康
信
、
保
母
修
造（
第
三
分
団
）和
田

一
彦
、
工
藤
信
彦
、
日
比
野
進
（
第
四
分

団
）
武
井
次
郎
、
加
藤
英
寿
、
影
山
貴
之
、

伊
藤
勝
章
（
第
五
分
団
）
加
納
江
津
子
、

清
水
英
子
、
伊
藤
浩
子
、
中
村
浩
子
（
音

楽
隊
）�

団
長
表
彰�

　
勤
労
章�

田
中
一
成
、
深
澤
肇
、片
田
宣
幸
、小
木
曽

誠
、
小
林
哲
也
、
小
栗
由
成（
第
一
分
団
）

渡
辺
政
百（
第
二
分
団
）足
立
伸
生
、
和
田

晃
一
、
伊
藤
勝
彦
（
第
三
分
団
）
小
木
曽

栄
一
、
稲
垣
光
良
、水
野
司
、山
崎
日
出
雄

（
第
四
分
団
）中
山
幸
士
、堀
辰
彦
、
加
藤

一
基
、
中
村
浩
一
、木
下
裕
介
、上
田
一
男
、

羽
柴
利
幸
（
第
五
分
団
）�

工
藤
博
幸
（
音
楽
隊
）�

　
功
績
章�

今
井
聡
、
成
瀬
広
厚
、橋
本
武
、堀
田
博
隆
、

鈴
木
明
祥
、
奥
村
英
次
、
春
日
井
祐
介
、

笹
川
和
彦
、
日
比
野
愛
幸
（
第
一
分
団
）

伊
藤
正
司（
第
二
分
団
）鈴
木
一
正
、
稲
垣

幸
雅
、
大
竹
真
、
則
武
正
人（
第
三
分
団
）

正
村
敏
郎
、
吉
田
敏
明
、
木
村
亮
、
成
瀬

真
、
中
山
大
樹
（
第
四
分
団
） 

後
藤
一
郎
、

伊
藤
将
太
、  

伊
藤
啓
次
、  

加
藤
清
彦
、�

鈴
木
貴
志
、  

太
田
正
広
、  

藤
原
一
成
、�

沼
田
成
仁
、 

羽
柴
大
志
郎
、 

河
野
仁
一�

（
第
五
分
団
）�

�

�

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式�

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式�

消
防
出
初
式

消
防
出
初
式�

消
防
出
初
式�
新
春
恒
例�



９�瑞浪市役所　☎68-2111

2月16日から始まり、申告・納付の期限は3月15日までです。�
瑞浪市における相談会は�

2月18日（月）から3月15日（金）までです。�

◎詳しくは、多治見税務署（〒507－8706多治見市音羽町１丁目３５番地　☎ 22-0101）、税務相談室�
　多治見分室（☎ 23-7131）、市役所税務課（☎68-2111 内線117・118）へお尋ねください。��
�

　平成13年中に所得のあった方の所得税および市・県民税の申告相談会を次のとおり開催します。�

期間中は混雑が予想されますので、お早めに相談会場へお出かけください。�

申　告　相　談　会　日　程�

・相談会の開催は土・日を除く午前９時～午後４時の間です。�

・市役所税務課窓口での申告相談は行いません。�

申告に必要なもの�

開　　催　　日� 会　　　　　　場�

２月１８日（月）～２月２２日（金）�

２月２５日（月）～２月２６日（火）�

２月２７日（水）�

２月２８日（木）～３月　１日（金）�

３月　１日（金）午前中のみ�

３月　４日（月）～３月　５日（火）�

３月　６日（水）～３月１５日（金）�

市役所　２階大会議室�

陶コミュニティーセンター　大会議室�

稲津コミュニティーセンター　多目的ホール�

釜戸コミュニティーセンター　多目的ホール�

大湫コミュニティーセンター　講堂�

日吉コミュニティーセンター　多目的ホール�

市役所　２階大会議室�

所得の計算に必要な書類�

●自営業を営んでみえる方へ�　給与・公的年金等などの所得のある方は、源泉�
徴収票（原本）�

　所得税の確定申告書は、ご自分で作成し、お早�

めにお出しください。市役所（コミュニティーセ�

ンターを含む）では自営業の方の相談を行いま�

せんので、ご不明な点は税務署でお尋ねください。�

税務署では、職員のアドバイスによりご自分で申�

告書などを作成していただきます。�

　ただし、収支内訳書等・申告書がご自分で作成�

済みの方は、市役所でも提出できます。�

　営庶業所得・農業所得・不動産所得のある方は、�
その収支内訳書等（ただし農業所得を標準で計算�
される方は、「計算のめやす」）�

　一時所得のある方は、その所得の収入・経費の�
わかる書類�

　配当所得のある方は、配当金額、源泉徴収税額�
のわかる書類�

所得控除の計算に必要な書類�

その他必要なもの�

●土地・建物等を売却された方へ�

　平成１３年中に土地・建物等を売却された方�

（譲渡所得のあった方）は、原則所得税の確定申�

告が必要です。�

　申告のしかたなどについて、お分かりにならな�

い方は、関係資料をご持参の上、申告期間中に多�

治見税務署へお出かけください。�

　生命保険料控除・損害保険料控除を受けようと�
する方は、その支払額などの証明書�

　障害者控除を受けようとする方は、障害者手帳�
（療育手帳）など�

　医療費控除を受けようとする方は、医療費領収�
証（保険金などで補てんされた金額がある方は、�
その金額がわかる書類）�

　印鑑（朱肉を使用するもの）�

寄付金控除を受けようとする方は、領収証�

　所得税の還付を受けようとする方は、申告者本�
人名義の預貯金口座番号のわかるもの�

平成13年分の所得税の確定申告�平成13年分の所得税の確定申告�平成13年分の所得税の確定申告�

お　願　い�



　
東
濃
西
部
３
市
１
町
の
森
林
組
合
が

合
併
し
た
「
陶
都
森
林
組
合
」
の
開
所

式
が
１
月
４
日
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
森
林
組
合
は
、
昨
年
10
月
に
各

市
町
村
の
森
林
組
合
で
合
併
決
議
さ
れ

た
も
の
で
、
森
林
整
備
基
盤
の
強
化
や
、

地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
等
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。�

　
組
合
長
は
　
嶋
市
長
、
組
合
員
総
数

２
、６
５
４
人
、所
有
森
林
面
積
は
１
９
、

０
０
０
㎡
で
、
市
街
地
周
辺
の
森
林
や

里
山
の
整
備
、
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
工

教
室
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

◎
問
合
せ�

　
上
平
町
５
ー
５
ー
１
（
産
業
振
興
セ

　
ン
タ
ー
２
階
）
☎
６
８
ー
３
０
２
７�

　
１
月
10
日
、
商
工
会
議
所
新
春
名
刺

交
換
互
例
会
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
山
道

で
開
催
）
に
お
い
て
、
快
適
空
間
賞
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
た
団
体
等
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

受
賞
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称

略
）。�

〇
大
賞�

・
釜
戸
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
　�

〇
奨
励
賞�

・
瑞
浪
市
民
交
響
楽
団�

〇
賞�

・
瑞
浪
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部�

・
日
吉
小
学
校�

・
み
の
り
財
布
ま
つ
り
実
行
委
員
会�

�

講
　
師
　
伊
野
重
幸
氏�

受
講
料
　
１
、２
０
０
円�

�

◎ 

場
所
・
申
込�

�

瑞
浪
陶
磁
資
料
館�

　
☎
６
７
ー
２
５
０
６�

締
切
　
２
月
21
日（
木
）�

�

※
定
員
30
人
（
毎
年
人
気
の
あ
る
講
座

　
で
す
の
で
お
早
め
に
）�

　
土
岐
町
益
見  

旧
三
河
街
道
沿
い�

（
中
京
高
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〜
始
禄
〜

　
若
葉
周
辺
）�

○ 

内
容
　�

�

　
各
種
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、ぜ
ん
ざ
い
、の

　
だ
て
、五
平
餅
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん�

◎
問
合
せ�

�

　
日
比
野
　
☎
６
７
ー
１
８
８
５�

�

▽
日
吉
小
学
校
５
年
生
一
同
様
　
も
ち

�

米
26
㎏
　
白
寿
荘
へ�

▽ 

遠
山
愛
子
様
　
２
万
円
　
社
会
福

　
祉
事
業
に�

▽ 

浪
花
区
、
竜
門
区
、
上
本
町
区
、  

　
西
本
町
区
、
中
組
区
（
代
表
　
浪
花

　
区
長
林
哲
朗
）
様
　
五
万
八
千
三
百

　
五
十
五
円
　
社
会
福
祉
事
業
に�

�

高
校
生
以
上
　
（
定
員
10
人
）�

　
木
曜
日
　
18
時
30
分
〜�

　
日
曜
日
　
13
時
30
分
〜�

高
齢
者（
概
ね
60
歳
以
上 

定
員
５
人
）�

　
木
曜
日
　
13
時
30
分
〜�

◎ 

申
込
　
市
民
体
育
館
　�

�

　
　
　
　
☎
６
８
ー
０
７
４
７�

�

10平成14年２月１日�

善  

意�

温
か
い
善
意
を�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

土岐児童センター�

山崎真斗依ちゃん（２歳）�
ま　と　い�

（釜戸町）�（釜戸町）�
小栗太一ちゃん（２歳）�

た　いち�

陶
都
森
林
組
合
が
誕
生�

快
適
空
間
賞
決
ま
る�

第
３
回 

猿
子
村
ま
つ
り�

10
時
〜
14
時�

２
月

10
日（
日
）�

作
陶
講
座�

２
月
24
日（
日
）�

　
　
　
　
９
時
〜�

◎
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
放
送
）
は
、�

　
窓
を
開
け
る
か
、外
へ
出
て
聴
い
て�

　
く
だ
さ
い
。�

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す�

２
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は�

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」で
す�

２
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会�

か
わ
い
い
ひ
な
人
形

か
わ
い
い
ひ
な
人
形�

か
わ
い
い
ひ
な
人
形

か
わ
い
い
ひ
な
人
形�

か
わ
い
い
ひ
な
人
形�



　
１
月
10
日
、
全
国
都
道
府
県
対
抗
女

子
駅
伝（
１
月
13
日
　
京
都
府
で
開
催
）

に
出
場
す
る
メ
ン
バ
ー
が
市
役
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
出
場
者
は
、
三
宅
彩
加
さ
ん

と
小
川
彩
香
さ
ん
（
と
も
に
陶
中
学
校

２
年
）
で
す
。�

�

「
県
の
代
表
に
選
ば
れ
る
の
が
夢
で
し

た
。
今
後
に
向
け
て
、
大
き
な
自
信
に

な
る
と
思
い
ま
す
」（
小
川
さ
ん
）
、
「

県
代
表
と
し
て
自
信
と
誇
り
を
持
ち
た

い
。
こ
の
大
会
の
経
験
を
大
き
な
ス
テ

ッ
プ
に
し
た
い
」
（
三
宅
さ
ん
）
と
両

選
手
は
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。�

�

　
長
年
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治
に
尽
く

さ
れ
、
平
成
13
年
秋
の
叙
勲
で
勲
五
等

双
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
た
牧
野
政
芳

さ
ん
（
釜
戸
町
74
歳
）
の
祝
賀
会
が
、

１
月
18
日
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
牧
野
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
に
瑞
浪
市

議
会
議
員
に
初
当
選
し
て
以
来
、
５
期

連
続
20
年
に
わ
た
り
在
職
、
こ
の
間
議

長
、
副
議
長
、
民
生
文
教
委
員
会
委
員

長
等
の
要
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
市
土
地
開
発
公
社
、
市
消
防

団
、
瑞
浪
商
工
会
議
所
、
県
陶
磁
器
原

料
工
業
協
同
組
合
、
市
観
光
協
会
で
も

要
職
を
歴
任
、
市
政
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
祝
賀
会
に
は
約
500
人
が
参
会
し
、
祝

福
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。�

�

�

　
１
月
15
日
、
第
57
回
国
体
冬
季
大
会

（
１
月
26
日
〜
30
日
　
北
海
道
で
開
催
）

に
出
場
す
る
監
督
・
選
手
の
激
励
会
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
岐
阜
県
選
手
団
に
選
ば
れ
た
の
は
、

岡
本
裕
樹
さ
ん
（
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

少
年
男
子
監
督
　
中
京
高
校
教
諭
）
、

杉
田
忠
君
（
同
少
年
男
子
選
手
　
同
高

校
１
年
）、佐
郷
幸
亮
君
（
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
少
年
男
子
選
手
　
同
校
２
年
）
、

小
木
曽
真
希
さ
ん
（
同
少
年
女
子
選
手
、

同
校
２
年
）
の
４
人
で
す
。�

　
小
木
曽
さ
ん
は
、「
去
年
は
３
０
０
０

m
で
決
勝
に
出
場
で
き
た
の
で
、
今
回

は
入
賞
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

�
�

�

　
１
月
13
日
、
陶
小
学
校
で
ど
ん
ど
焼

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
陶
子
ど

も
会
連
合
会
が
毎
年
主
催
し
て
い
る
も

の
で
、
町
内
16
の
子
ど
も
会
か
ら
約
150

人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
神
事
に
続
き
、
集
め
ら
れ
た
正
月
飾

り
に
火
が
つ
け
ら
れ
、
会
場
で
は
、
餅

つ
き
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ぜ
ん
ざ
い
や

豚
汁
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
今
年
は
じ
め
て
、
地
元
の
長

寿
会
の
協
力
を
得
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臼
井
紀
仁
会
長

は
、
「
来
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
陶
町
の
行
事
と

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

��

国
体
出
場�

11 瑞浪市役所　☎68-2111

女子�
駅伝�

陶
町
ど
ん
ど
焼
き�

全
国
大
会
に
出
場

全
国
大
会
に
出
場�

全
国
大
会
に
出
場

全
国
大
会
に
出
場�

全
国
大
会
に
出
場�

勲
五
等
双
光
旭
日
章�
祝�

写真左から、保母コーチ、小川さん、三宅さん、高嶋市長�
小木曽陶中学校長�

写真左から、岡本さん、佐郷君、杉田君、小木曽さん�
高嶋市長�
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昨
年
12
月
、
第
４
回
瑞
浪
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
「
土
地
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
審

議
が
な
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
今
年
１
月
17
日
経
済
産
業
省

に
お
い
て
、
瑞
浪
市
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構

の
間
で
土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。�

　
土
地
賃
貸
借
契
約
書
、
土
地
賃
貸
借
契
約
に
係
る

協
定
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
７
年
12
月
28
日
締
結
の

「
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
地
層
科
学
研
究

に
係
る
協
定
書
」（
平
成
８
年
２
月
１
日
号
市
広
報
掲

載
）
を
遵
守
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
作
成
し
た
も

の
で
す
。�

　
契
約
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　�

・
目
　
的
（
超
深
地
層
研
究
所
設
置
の
た
め
）
　�

・
土
地
の
所
在
（
明
世
町
戸
狩
字
大
狭
間
及
び
同
町

　
山
野
内
字
大
狭
間
地
内
）
　�

・
面
　
積
（
７
５
、
４
２
０
・
２
６
㎡
）
　�

・
賃
貸
料
（
２
、
４
９
５
、
４
７
０
円
／
年
）
　�

・
期
　
間
（
契
約
の
日
か
ら
20
年
間
）
　�

・
契
約
の
解
除
（
契
約
の
目
的
に
反
し
た
と
き
等
）

・
契
約
の
相
手
方
（
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
）

　
こ
の
契
約
で
は
、
特
に
契
約
解
除
の
条
文
で
、「
目

的
外
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
ま
た
「
土
地
の
賃

借
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
、
転
貸
し
、
又
は
担
保
の

目
的
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。」と
し
て
お
り
、
こ

れ
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
瑞
浪
市
は
、「
一
方
的

に
契
約
の
解
除
を
す
る
も
の
と
す
る
。」と
し
て
い
ま

す
。�

　
ま
た
、
返
還
時
の
措
置
と
し
て
土
地
を
返
還
す
る

場
合
は
、
「
原
状
に
復
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と

規
定
し
、
埋
め
戻
し
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
本
契
約
を
補
完
す
る
た
め
、
別
途
協
定
を

結
ぶ
こ
と
を
規
定
し
、
そ
の
協
定
は
本
契
約
と
一
体

と
な
す
も
の
と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
土
地
賃
貸
借
契
約
書
に
係
る
協
定
書
の
立
会

人
と
し
て
、
岐
阜
県
知
事
お
よ
び
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
が
協
定
の
確
認
を
さ
れ
ま
し
た
。�

超
深
地
層
研
究
所
建
設
用
地
の

超
深
地
層
研
究
所
建
設
用
地
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賃
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は
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な
っ
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超
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地
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研
究
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建
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用
地
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賃
貸
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契
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は
こ
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な
っ
て
い
ま
す�

土地賃貸借契約に係る協定書�

　瑞浪市（以下「甲」という。)及び核燃料サイクル開発機構(以下「乙」という。）は、

平成14年１月17日に締結した土地賃貸借契約(以下「土地契約」という。）第13条に

基づき、次のとおり協定を締結し、信義に従ってこれを誠実に履行しなければなら

ない。�

　なお、この協定において使用する用語の定義は、土地契約の規定を準用するもの

とする。�

第１条　乙は、次に掲げることをしてはならない。�

　(1)　放射性廃棄物を研究所へ持ちこむこと又は研究所で使用すること。�

�(2)　研究所を放射性廃棄物の最終処分実施主体へ譲渡し、又は貸与すること。��

２　甲は、乙が前項各号のいずれかに違反した場合は、土地契約を一方的に解除す

　るものとする。�

第２条 　乙は、毎年度の研究内容、前年度の研究成果、各試験研究段階ごとの具体

　的な事業内容を甲に十分説明するとともに、積極的に情報公開を行うものとする。�

第３条 　乙は、研究所を建設期間中を含め公開し、開かれた施設とするものとする。

２　乙は、研究所を児童・生徒の地層の科学に関する学習に活用できる施設とし、

　積極的に開放するものとする。�

第４条 　乙は、本件土地のうち整地済み部分の代替となる土地を整備し、研究所の

　設置に関連する工事用道路、土砂運搬道路等の整備に必要な経費のうち応分を負

　担するものとする。�

第５条 　乙は、研究所の設置又は研究の実施に関し、環境に影響を及ぼさないよう

　に努めるものとする。�

２　前項の目的を達成するため、甲及び乙は、環境の保全のための措置について協

　議を行うものとする。�

３　井戸涸れ等の環境に関する問題が発生した場合は、甲乙協議し、その問題が乙

　の責に帰する理由により発生したと認められる場合は、乙は、誠意を持ってこの

　問題に対応しなければならない。�

第６条　この協定に定めのない事項については、甲乙協議して定めるものとする。

�この協定の成立を証するため、本書４通を作成し、甲、乙及び立会人署名押印の

　上、各々その１通を保有する。�

平成14年１月17日�

　甲　　岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地　　　瑞浪市長　　��
　乙　　茨城県那珂郡東海村村松４番地49　　  核燃料サイクル開発機構理事長　
立会人　岐阜市藪田南２丁目１番１号　　　　　 岐阜県知事��

立会人　東京都千代田区霞ヶ関１丁目３番１号　 経済産業省資源エネルギー庁長官

��



５�瑞浪市役所　☎ 68－211113

　一昨年、昨年と続いて日本の科学者がノーベ

ル化学賞を受賞しました。湯川秀樹博士が日本

人初のノーベル賞（1949年、物理学賞）を受賞

されてから約50年が過ぎ、この間の日本の科学

レベルは大変な進歩を遂げました。�

　今回は昨年ノーベル化学賞を受賞された野依

良治博士の研究の一部を紹介します。�

　炭素原子には４本の結合手があります。その

４本は全く等しい角度（109.5°）にあるため、４

カ所に異なるものが結合したときのみ下図のよ

うな左体と右体（光学異性体といいます）がで

きます。��

　鏡像関係にある左体と右体は沸点や融点、溶

解度などが全く同じであるため分け取ることが

極めて困難です。そこで触媒を使ってはじめか

ら片方だけを合成しようと試みたのが野依良治

博士らの「不斉(ふせい)触媒による化学合成」

の研究です。最初のコンセプトからずっと追い

求め続けて約３５年を経て、ついにノーベル賞

に輝きました。不斉とは一緒でないという意味

です。この研究成果は医薬品、香料、調味料な

どに実用化されるようになりました。�

　「誰もやらないことをやれば、それはオンリ

ーワンだからナンバーワンになれる」という野

依博士の考え方は、若い人たちへのメッセージ

とも受け取れます。�

　人間の体も魚も植物もあらゆる生物がアミノ

酸を部品としてつくられています。このアミノ

酸には左体と右体が存在しますが、生物は不思

議なことにすべて左体のアミノ酸でできていま

す。先ほどのグルタミン酸ナトリウムの場合、

私たちは左体のみおいしく感じ、右体はおいし

いとは全く感じないのだそうです。�

　ミカンの皮に含まれるリモネンにも光学異性

体があり、一方はレモンのにおいで他方はオレ

ンジのにおいがします。その程度ならまだいい

のですが、かつて問題となったサリドマイド剤

は右体にのみ薬効があり、左体には催奇性があ

ったのです。化学的に合成された薬には両方が

混ざっていて被害が広がりました。�

　炭素を骨格にした有機化合物では光学異性体

を生じることが多くあります。たとえば昆布出

汁から発見された旨味成分グルタミン酸ナトリ

ウムとか、ヨーグルトの乳酸です。�

みんなで考えよう！サイ
エン
ス

●２月の土･日・祝日��

　○ニュー万華鏡、ホカホカカイロ、電気パン、�

　　紙飛行機など�

　○「こんなに簡単！？野菜からＤＮＡを取り�

　　出そう！」または「岩石の中をのぞいてみ�

　　ると」�

●２月の催しもの　�

　科学講演会　 ２月24日（日）　14時45分～�

　「ナノテクノロジーについて」　�

　定員200人（中学生以上対象）��

　申込は、２月５日（火）～ 先着順��

　☎ 66-1151  fax66-1152��
　E-mail： sciencew@astec-gifu.jp��

●２月の休館日�

　４日（月）、12日（火）、13日（水）、18日（月）、�

　25日（月）は休館�

�

サイエンスワールドで楽しもう！�

不 思 議 を 探 る 科 学�

 分子の左と右とは�

自然の不思議�

科学者の夢�

COOH COOH

OH

C C

H H
HO

CH3 CH3

乳酸の光学異性体�

鏡�

鏡�
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　岐阜労働局では、「岐阜県最低賃金」と「産業別

最低賃金」の額の改正を行いました。�

　新しい最低賃金は下表のとおりで、臨時、パート

タイマー、アルバイト等を含め、すべての労働者に

適用されます。�

　今年４月、釜戸町の竜吟峡一帯に、自然とのふれ

あいの場を提供し、自然保護に対する理解と協力を

得ることを目的とした「竜吟峡ふるさといきものふ

れあいの里（仮称）」が本格的にオープンします。�

　このエリア（地域）について、名称を募集します。

　ふさわしい名称をお待ちしておりますので、皆さ

ん奮ってご応募ください。�

・応募期間　2月1日(金)～20日(水)�

・応募方法　官製ハガキかＥメールで、施設の名称

とその説明、住所、氏名、年齢、性別、電話番号を

明記のうえ応募ください。�

◎問合せ・申込　商工課　☎ 内線499��
　E-メール　shoko@city.mizunami.gifu.jp��

◇採用人数　１人�

◇応募資格　・健康でかつ身元確実な人�

　　　　　　・瑞浪市民であること�

　　　　　　・概ね３年以上勤務できる人�

　　　　　　　(定年は65歳です)�

◇職務内容　受注現場確認・見積り折衝・会員への�

　　　　　　仕事の手配と、関連する事務�

◇給　　与　月額12万円程度＋諸手当�

◇勤 務 日　月曜～金曜日(土・日・祝日・正月休み)�

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、�

　　　　　　２月15日(金)までに申込む�

◎問合せ・申込　瑞浪市シルバー人材センター�

　　　　　　　　☎ 68-8744　��

�

◎問合せ　岐阜労働局賃金室　☎ 058-245-8104�
　　　　　または、最寄の労働基準監督署へ　�

　近年のライフスタイルの変化により大量消費・大

量廃棄といった社会から循環型社会への転換期を向

かえて、現在では、全国的にその取組みが大きな課

題となっています。�

　市では一般家庭から排出されるごみの量・種類な

どを調査し減量化の糸口を見つけ出すため、市民の

皆様からモニターを募集します。�

・調査内容　排出されるごみの重量等の記録�

・募集人員　25人程度(応募多数の場合は抽選)�

・調査期間　２カ月間�

・申込期限　２月28日(木)�

※モニターの方にはヘルスメーター、クッキングメ

ーター、ごみ袋を贈呈します。�

◎問合せ・申込　環境課　☎ 内線491��

・場　　所　中京短期大学�

・講習科目　１日目　栄養学、生化学�

　　　　　　２日目　食品学、公衆衛生学、�

　　　　　　　　　　病理学、解剖生理学�

・受 講 料　１日6,000円(昼食代を含む)��

・申込期限　２月14日(木)�

◎問合せ・申込　中京短期大学(土岐町2216)�

　担当：田中・三岡 ☎ 68-4555　Fax68-4568��
�

　ミュージアム中山道　(☎ 68－0505)�
児童・生徒が１年間かけて制作した、絵や陶芸作品

約100点を展示�

土岐市泉町の窯ヶ根窯からの出土品を展示�

◎場所・問合せ　県陶磁資料館(多治見市東町)�

　　　　　　　　☎ 23-1191��

3月2日(土)・3日(日)

2月9日(土)～3月1日(金)

2月5日(火)～3月31日(日)

最低賃金のおしらせ�

○地域別最低賃金�

○産業別最低賃金�

最低賃金の件名�
岐阜県最低賃金�

日　額� 時間額�発効年月日�

最低賃金の件名�日　額� 時間額�発効年月日�

5,337円� 668円� H13.10.1

陶磁器・同関連製�
品、耐火物製造業�

紡　　績　　業�

電気機械器具�
製  　 造　  業 �

自動車・同附属品�
製　　造　　業　�

航空機・同附属品�
製　　造　　業�

5,708円�

5,874円�

6,161円�

6,634円�

5,492円�

714円�

687円�

735円�

771円�

830円�

H10.12.25

H13.12.21

H13.12.21

H13.12.21

H13.12.21

管理栄養士国家試験受験準備講習会�

入場無
料�東濃養護学校作品展�

　～小・中学部～�

県陶磁資料館　企画展�

『窯ヶ根窯　陶片展』�

家庭ごみモニター募集�

名称を募集します�

職員募集　瑞浪市シルバー人材センター�



15 瑞浪市役所　☎68-2111

　休場日　２月２日(土)・８日(金)・13日(水)�

　　　　　 19日（火）・　25日(月)・３月３日(日)��

◆行政相談　市民課　☎ 内線 105�
　日時…２月12日(火)  10時～15時�

◆人権・法律相談　市民課　☎ 内線 105�
　日時…２月21日(木)　10時～15時�

◆結婚相談　市民課　☎ 内線105�
　日時…２月６日(水)・13日(水)・24日(日)�

　　　　10時～16時　　　�

◆心配ごと相談　社会福祉協議会　☎ 68-4148 �
　日時…毎週月曜日(11日は祝祭日のため12日)　 

�　　　10時～15時　　　�

◆女性就業相談　商工課　☎ 内線 481�
　日時…毎週水曜日　10時～15時�

◆高年齢者職業相談　商工課　☎ 内線 481�
　日時…火・木・金曜日　９時～16時�

　�

◆身体障害者相談　福祉課　☎ 内線 104�
　日時…２月８日(金)・18日(月)・25日(月)�

　　　　９時～12時�

◆住宅修繕相談　都市計画課　☎ 内線 248�
　日時…２月19日(火)　10時～15時�

◆移動家庭児童相談　福祉課　☎ 内線 104�
・陶児童館　２月６日(水)　10時～12時�

・子育て支援センター（稲津保育園内）�

　　　　　２月６日(水)　13時30分～15時30分�

・釜戸コミュニティーセンター�

　　　２月13日(水)　10時～12時�

・日吉コミュニティーセンター�

　　　　２月13日(水)　13時30分～15時30分　�

�

◆母子相談　福祉課　☎ 内線 104�
　日時…２月５日(火)９時～12時�

◆家庭児童相談　福祉課　☎ 内線 104�
　日時…毎週火曜日　９時～15時�

◆教育相談　学校教育課　☎ 内線 488�
　日時…毎週月・水・金曜日（11日は除く）�

　　　　13時～17時　�

◆電話相談　各々の相談日　☎ 68-9811��

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）�
�

ハートピア（市民福祉センター）相談室�

（２月分）�相 談 コ ー ナ ー �

斎場のお休み　市民課　☎ 内線 105

　市役所東分庁舎２階（こぶし相談室）�

　市役所１階市民相談室�

�

○固定資産税　　　　　　 ４期分　２月28日(木)��

○市県民税（特別徴収）　 １月分　２月12日(火) �

○国民健康保険料　　　　 ２月分　２月28日(木)��

○国民年金保険料　　　　 ２月分　２月28日(木)��

○介護保険料　　　　　　 ２月分　２月28日(木)��

○水道料金・下水道使用料  １月分　２月28日(木)�

　東濃地区７消防本部から選ばれた消防職員が、日

頃の消防・救急救助活動や、市民に対する防火防災

訓練で経験したこと、今後の課題などについて意見

を発表します。�

　入場は自由です。皆様お誘い合わせのうえご来場

ください。�

◎問合せ　消防本部総務課　☎ 68-2001��

　1月15日号の５ページ、平成13年度の予算の執行

状況（4月～9月）の表で、特別会計合計収入済額は

34億7545万円、同支出済額は36億2731万円、国民

健康保険事業特別会計の収入済額は10億2561万円、

同支出済額は9億6371万円の誤りでした。訂正しお

詫び申し上げます。��

2月17日（日）�
�

東濃地区消防職員意見発表会�

９時30分～�

総合文化センター�

�

市営住宅入居者募集�

応募資格　◆原則として市内に３カ月以上住所または勤�

　務地があり、かつ、市税を滞納していない方��

◆現に同居または同居しようとする親族があり、世帯を�

　構成する方（単身で入居できる場合もあります。）��

◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方��

応募期限　２月15日（金）��

※ 浴槽・風呂がま等浴室設備は設置されていません。�

※ 問合せには所得のわかる書類をご用意ください。��

�
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♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

９時～11時�

14時開始�

９時30分～10時30分�

母子健康手帳 �
歯ブラシ、コップ�
＊汚れてもいい服装�
でおいでください  

２月26日（火）�

２月21日（木）�

母子健康手帳�

母子健康手帳�
コップ・タオル�

母子健康手帳�平成13年10月生まれ    

平成13年２月生まれ    

平成10年８月生まれ    

平成10年２月生まれ    

平成９年８月生まれ    

平成８年２月生まれ    

第１子は13時集合�
第2子以上は14時～14時30分受付�

４ カ 月 児 健 康 診 査 �

1 2 カ 月 児 健 康 相 談 �

４ 歳 ・ ４ 歳 ６ ヵ 月 児 �
歯 み が き 教 室 �

３歳６ヵ月児歯みがき教室�

２月19日（火） 

２月26日（火） 

２月21日（木） 

２月27日（水） 

　広報みずなみは、最新３号（全ページ）が、瑞浪市ホームページでご覧になれます。�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  ☎68-2111　http:/ /www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

歯科休日救急診療�診療時間：９時～15時�
期　　　日� 医療機関名� 電 話 番 号�

２月10日(日)

２月11日(月)

成瀬歯科医院�

中垣小児歯科�

６７－２０６９�

６７－１６８８�

※受診の際は当日電話予約が必要です�

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

６歳臼歯ムシ歯予防教室�

＊都合の良い日にお越しください�

・対象者　Ⅰ期初回３回接種終了後、1年以上経

　　　　　過している７歳半（90カ月）未満の児

　　　　　※百日咳にかかった児は、ジフテリ

　　　　　ア・破傷風の二種混合を接種しますの

　　　　　で、対象となる方は、申込前に必ず

　　　　　保健センタ－に連絡ください。　　�

・期　間　３月１日（金）～３月30日（土）の各医

　　　　　療機関の指定日時�

・実施順序　①２月21日(木)までに申込はがき

　　　　　　　を保健センターへ提出してくだ

　　　　　　　さい。（はがきは予防接種のしお

　　　　　　　 りにとじてあります。)��

　　　　　　②２月28日(木)以降に希望する医

　　　　　　　療機関へ直接電話で日時を予約

　　　　　　　 してください。�

　　　　　　③予診票と母子健康手帳を持参の

　　　　　　　うえ、予約した医療機関で接種

　　　　　　　 してください。�

＊申し込まれた医療機関を変更することはでき

　ません。　�

医 療 機 関 名 �電　話� 指 定 日 時 �

鳥 羽 医 院 �

タ チ 医 院 �

昭 和 病 院 �

�

瑞 浪 病 院 �

�

セ オ 医 院 �

佐々木外科医院�

宮川クリニック�

岩 島 医 院 �

明生クリニック�

とよだ小児科クリニック�

タ ル ミ 医 院 �

嶋崎内科医院�

勝 股 医 院 �

玉 田 医 院 �

西 尾 医 院 �

塚田婦産科院�

大 湫 病 院 �

68-2525�

68-3043�

68-4111�

�

67-1221�

�

68-2733�

68-2817�

68-2959�

68-6116�

68-0068�

66-2250�

67-1732�

67-2363�

68-8896�

69-2005�

65-2701�

63-2002�

63-2231

（月）14：00～15：00�

（木）14：00～15：00�

�

�

�

�

（月）～（土）12：00～13：00�

（火）（木）13：00～15：00�

（月）～（土）12：00～12：30�

（月）（水）（金）12：00～13：00

（火）（木）15：00～16：00�

（火）（木）（金）14：30～15：30�

（火）（金）14：00～15：00�

第1・4（月）14：00～15：00�

（月）（火）（木）（金）12：00～13：00�

（火）（金）14：00～15：00�

（月）　　15：00～16：00�

（火）（金）14：00～15：00�

（月）～（金）13：00～17：00�

�

（水）（木）14：00�
　（予約の電話は午後）�

（月）（水）12：00～13：00�
（火）（金）17：00～18：00

Ⅰ期追加三種混合予防接種�
（百日咳・ジフテリア・破傷風　料金無料）�

献血推進功労・厚生労働大臣表彰�献血にご協力ください! !
日　程� 種　類� 場　所� 時　　間�

13：30～15：30

10：00～12：00

昭和病院　�

JAとうと栄町支店�２／28�
（木）�

　全　血�
  200ml又は�
    400ｍｌ�( )

　廣池学園麗澤瑞浪高等学校（井上貞廣校長）が

厚生労働大臣表彰を受賞されました。�

　同校は永年にわたり

献血事業の社会性と相

互扶助精神を認識し、

学校全体で献血思想の

向上に努められた功績

が認められ、今回の受

賞となりました。�

�


